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筑波大学 生命環境科学研究科

教授

Pro f i l e
滋賀県出身。２０００年に鳥取大学大
学院連合農学研究科修了。農学博士。
秋田県立大学、スウェーデン農業科学
大学、千葉大学、理化学研究所など世
界各地で研究。14 年より現職。趣味は
ロープクライミング、登山、音楽鑑賞。
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植物の生育は、炭素と窒素の代謝のバランスによって
制御されています。この仕組みを解明し、二酸化炭素
を効率よく資源化する手法や、荒れた土地でも生育す
る品種の選抜に応用できる基盤技術をめざしています。

メタボロミクス手法を武器に

地球の森林破壊はとどまるところを知りま
せん。子供の頃、砂漠化ですみかを追われ
る動物の姿を図鑑で見て心を痛めました。
その痛みはくすぶり続け、「乾燥地研究セン
ター」のある鳥取大学に進みました。

砂漠の緑化をめざして、温暖化や森林伐
採の影響について専門の先生と議論するう
ちにわかったのは、人工緑化の限界でした。
目標が断たれたような気持ちになりました。
親に借金してバイクを買い、４００キロ離れた
京都府丹後地方まで飛ばし、連なる山 を々
眺めてはいたたまれない気分を癒しました。

大学院で取り組んだのは、「特定の病害
虫だけをたたく選択性農薬」や「植物の生育
を促す物質」の開発です。スーツケースほど
の大きな培養タンクを上げ下げし、カビから
有機物を抽出する肉体労働の日々でした。

鳥取から秋田へと研究場所を移しつつ、1
つの物質を純度良く取り出す「天然物化学」
の腕を磨きました。

留学したスウェーデンの大学で転機に恵
まれました。生物の抽出物を丸ごと分析する

「メタボロミクス」の立ち上げを担当したので
す。これまでの発想とは正反対です。科学
雑誌で報告され始めたばかりで、認めようとし
ない研究者もいました。しかし、検出機器の
精度が上がり、物質を見分ける演算手法が
洗練され、統計解析が進んだことで、データ
の信頼性が十分高いことを実感しました。

例えていえば、天然物化学は西洋医学、メ
タボロミクスは東洋医学でしょうか。メタボロミ
クスには、試料の質を揃え、人為エラーを極
限まで減らす技能が必要です。それまでの手
法では誤差に埋もれていた小さな違いを拾い
上げ、新しい物質を見つけるのです。全体とし
て複雑に効果が変化する魅力もありました。

今では、私の最大の武器です。この技術

に価値を認め、協力を求める研究者も増え
てきました。筑波大学内を始め、国内外の
研究グループと、トマトやイネ、モデル植物で
あるシロイヌナズナなどさまざまな植物の品
種育成や農薬の改善に挑んでいます。

根っこは変わらず砂漠の緑化

緑の中にいると落ち着きます。研究仲間か
らフィールドワークの声がかかると喜んで出か
けます。桜前線とともに北上しながら花を集
め、遺伝的情報と代謝産物を比べたり、共同
研究を通してチリのアタカマにある高山で高度
１００メートルごとに植物を集め、ミネラルを吸う
力と代謝産物の関係を調べたりしています。

趣味はロープクライミングや登山です。群
生する植物を見るたびに、なぜこの環境に生
えたのかが気になります。土地とそこに育つ
植物の特徴を結びつけると、植物が生きづら
い場所を緑化する手がかりが見えてきます。

衛星写真で砂漠地帯を見ると気持ちが
沈みます。幼い頃図鑑で知った砂漠はます
ます拡大していますが、それでも砂漠の緑
化は私の目標です。「なぜそんなにこだわる
の？」と聞かれますが、ひょっとして私の「草
野」の姓が深い所で声を発しているのかもし
れません。これからも植物を育てる人を支え、
植物が生きる力を支えたい。

鳥取、秋田、スウェーデン、千葉、横浜、
少しだけチリを経て、つくばへ。各地でさまざ
まな知恵を吸収しました。どこに行っても「住
めば都」です。研究者をめざす方には、たと
え夢の形が変わっても、その根っこは変えな
いでほしい。途中で道草をくっても、じっくりや
れば根っこは育ちますから。

（執筆：松山桃世 JST 広報課）
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戦略的創造研究推進事業さきがけ

「二酸化炭素資源化を目指した植物の物質生産力強化と生産物活用のための基盤技術の創出」領域

研究課題「低窒素で持続可能な二酸化炭素資源化のための中心代謝バランス制御機構の解明」

メタボロミクスで解析するために、トマトの葉を採る草野さん。


